
（別紙３）

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 19名 （回答者数） 19名

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

●児童の時間を個別に作り意見を取り入れる

●専門性知識を高める取り組み

●他機関、保護者様等への情報収集

2

●地域の人との継続的な関りと情報共有を図る

●外出先の想いやイベントの目的、安全性等などの情報収集

●安全に安心して楽しめるよう念入りな下見と計画

●児童からの意見を取り入れる

3

●貯金の使い方をお菓子だけではなく色々な必要なものを選

択して頂き成功体験に繋げていますがさらに幅広く選択でき

るような取り組みを提案していきます。

○事業所名 ホップステップこっちゃん

○保護者評価実施期間
2024年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

5領域を踏まえた活動で同じカテゴリの中でも学年別かつ1人

1人の発達に合わせた個別学習や集団活動プログラムの工夫を

している

●子ども一人ひとりに対し興味・関心・心身の状況を大事に

し飽きがなく楽しめる個別学習を提案しています。

●何度も飽きずに挑戦できる学習を実施し個別学習記録を作

成しております。

インクルーシブ教育を重視し地域イベントなどへの参加や外

出活動が豊富。

社会性向上を図る。

●地域の人との交流が出来る

●買い物体験や地域学校でのイベントへの参加

●こども食堂の利用により地域の子どもたちとの交流

●それぞれの社会参加へ積極的に実施している

毎日のおやつの時間を疑似買い物体験としています。

こっちゃん銀行でマネー（お金）を配布し「買い物」「貯

金」お金の使い方や貯金の方法考え方などを知ってもらい将

来の為に勉強できる環境の提供。

●1日に使える金額を設定しその中でお菓子を選択している

●限られた範囲の中で欲しいものを意思決定ができ貯金も選

べるように実施。

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
●感染症などの対策をした上で時期や具体的にペアレントト

レーニング等の支援の計画と再開

2

●資格取得や定期的な研修に参加できる体制の強化

●職員一人一人が専門性を身につけより質の高い療育ができ

るように研修計画の作成

3
●イベントや自由参加など色々な家庭環境でも参加しやすい

内容の設定
保護者同士の交流

●保護者同士の情報共有など交流できる場所を提供

●イベントを提案しまずは楽しく参加できるように参加意欲

をもてる内容を検討中

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ペアレントトレーニングの実施が課題

●コロナが落ち着きその後さまざまな感染症の拡大により実

施できていませんでしたが今後時期や内容を話合い実施再開

を目指します。

専門的知識の向上や自主的に目指せる意欲向上への取組
●専門的な資格取得支援

●研修への参加、民間資格取得支援


